
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次
区 分 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 計

学習力の養成●初年次セミナ ー1 ! 1 
●利他共生1 : 1 

基思考力の養成＊●情報リテラシ ー 1 ：＊●デー タリテラシ ー l ：●問題解決法 1 ｀�●創造思考法 l 4 

礎表現力の育成＂m;.ヶーシ拉薙I （闊l：*93ミ1;.ケーシ拉難Il （闘l＊●コミ1;.ケーシ幻英紅（躙I: , 6 
●表現技法］ （説解・分析） 1 ！●表現技法Il （作文・論文） 1 ●表現技法Ill（発表・討論） 1:

教人間力の養成●自己管理と社会規範1：●チ→ム'7-クとリー ダー シップl ●地域活動と社会貢献1：●他者理解と信頼関係l 4 
社 会力の養成 ＊●社会的・職粟伯自立 I 1 ：＊●社会的・巖業的自立II 1 2 

育 ：健康管理と身体活動① 2 人 間の理解 i現代家族と育児介護① i 科 ！法律社会と法律問題① 情報社会とデー タサイエンス(j) 4 
目社 会の理解 ：現代医療と生命倫理①

福祉政策と福祉制度①
国際の理解 ！世界宗教と民族問題① 国際社会と国際問題①！世界動向と国際貢献① 3 

基礎教育科目（小計） 6: 10 4: 2 2: 2 0: 1 27 
＊●現代社会と福祉 4:基 礎 科 H ＊●麟援助の基覆と導門讃 I 2 湘談援助の基盤と専門覆Il 2 ＊相談援助の理論と方法 I 4湘談援助の理論と方法Il 4 : : 16 

医学概論 2 ：心理学概論 2 ＊社会保障 4 ' :社会調査の基礎 2

専基 幹 科 H 生活問題論 2 ！社会学概論 2 ＊地域福社の理論と方法 4! i 18 
: : : 

: : : : 

門

悶i 
： ， 裔信者に対する支援と介霞保険眉j閥2渇酎難I：対する競硯直·象翡i肩印福祉サー ビスの組織と経営2:

灌魯者に対する支阻と樟書者註翅観 2 精神医学4 : 権利擁護と成年後見制度 2 ：更生保護制度 2
噴困に対する支援 2 ‘}ーシャIvりーク1/)毘翫腿間） 4! ：保健医療サ ー ビス 2 40 

教 目甘 ！精神保健福祉の原理4 精神保健福祉制度論 2!精神保健学4 精神樟書）／＼ビリテ ー ション論 2!
：＊社会福社実践演習I 2 ＊社会福祉実践演習II 2: 

育 教育分野 0 

演 習 科 目＊●柑談援助演習 I 2 ! 相談援助演習II 2 !相談援助演習皿 2 相談援助演習W2 i相談援助演習V 2 • 16 
科

：精神保健福祉援助演習 I 2 精神保健福祉援助演習II 2 ：精神保健福祉援助演習III 2 
実験・実 習科目 ：相談援助実習指導 I 2 :*Ill謝援麒罰聰と靡闘博 2 相談援助実習指導II 2：相談援助実習指導III 2 ：精神保健福祉援助実習 5 25 湘談援助実習I 2 ! 相談援助実習II 4 !精神保健福祉援助実習指導I 2 精神尉糧祉援助実習指導Il 2 !精神保健福祉援助実習指導皿 2

H : : : 

関 連 科 目 0 

i i i i 
専門教育科目（小計） 12: 10 14: 16 20: 16 12: 15 115 

教 職 科 目 0 

: : : : 

i i i i 

教 育福祉 学科科目 0 

: : : : 

教職•他学科科目（小計） 0: 0 0: 0 0: 0 0: 0 0 
合 計 18: 20 18: 18 22: 18 12: 16 142 

※科目名の頭に「●がついている科目は卒業要件必修科目」、その他科目は選択科目である（ただし免許・資格取得に必修となる科目は、履修の手引きの該当笥所を確認すること）。
※上記の履修年次はあくまでもモデルであリ、学生の希望や0寺周割の状況により実際の履修計画は変わってきます。また前学期·後学期についても、基本カリキュラム表通りに実施する予定ですが、年度によっては入れ替わることも

ありますので、名年度当初に必ず確認してください。
※「相談援助実習I」「相談援助実習l1」：履修登録制限除外科目（葉中講義）

履修モデルC　「精神保健福祉プログラム」社会福祉士+精神保健福祉士　（142単位）




